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Go-Tech 事業 (成長型中小企業等研究開発支援事業)

を活用して研究開発を推進！ 

独自製品の事業化に成功した 3 社の先進事例を紹介 
発表要旨 

公益財団法人 富山県新世紀産業機構（富山市高田 527、理事長：中谷 仁）は、富山県内に
活動拠点を有する中小製造業における研究開発推進のために、経済産業省の Go-Tech 事業（成長
型中小企業等研究開発支援事業）等の事業管理機関として、オープンイノベーションの支援を行って
います。Go-Tech 事業を活用し、県内外の大学や試験研究機関との共同研究によって、独自製品の
事業化に成功した 3 社（㈱トヨックス、五洲薬品㈱、㈱スフィンクス・テクノロジーズ）の先進事例を紹
介いたします。 
【Web ページ】 https://www.tonio.or.jp/search/senryakukiban/ 
 

独自製品の事業化に成功した 3 社の先進事例 

富山県新世紀産業機構が事業管理機関となり、経済産業省の Go-Tech 事業（成長型中小企業等研

究開発支援事業）を活用して、独自製品の事業化に成功した 3 社の先進事例を紹介いたします。 

1. 「漏れない・抜けない」――食品業界に革新をもたらす「トヨシリコーン S ホース」を開発 【資料 1】 

食品業界向けに開発されたトヨックスの「トヨシリコーンSホース」は、従来のホースが抱える漏れや抜けの課

題を解決。高精度な内外径を実現する製造技術の開発により、ホースと金具の密着性が向上し、安定した流

体搬送を可能にしました。さらに、ポリエステルネットやステンレスワイヤによる補強材で、耐圧・耐久性を大幅に

強化。食品業界の厳しい要求を満たし、ユーザーから「メンテナンスが楽で長持ちする」と高く評価されています。 

2. 富山湾の深海から美を届ける――美白とエイジングケアの「高機能化粧品」を開発 【資料 2】 

五洲薬品は、富山湾の海洋深層水をベースにした高機能化粧品を実現しました。深層水の成分を用途別

に分離・分画する独自技術を開発し、抗シワと美白効果を兼ね備えた唯一無二の化粧品となりました。高い安

全性と機能性のエビデンスを持つ同製品は、国内外で評価され、サステナブル素材が注目される欧州市場への

さらなる展開を目指しています。再生医療分野においても本技術を活用した細胞培養液を研究開発中です。 

3. 次世代のはんだ付け技術で生産性革命――世界初、局所IH はんだ装置「S-WAVE」を開発 【資料3】 

スフィンクス・テクノロジーズは、世界初の局所IHはんだ装置「S-WAVE」を開発し、次世代のはんだ付け

技術による生産性革命を引起こします。同装置は、独自の開発技術である「MHz帯インバータ」や「磁束集中

構造」により、電子基板の狭ピッチ部や狭小スペース部への効率的なはんだ付けを実現しました。はんだ付けの

品質向上と作業効率化を同時に達成し、自動車や電装部品業界での生産性向上に大いに貢献しています。 

（技術開発の詳細については、対応する【資料 1】～【資料 3】をご覧ください。） 

https://www.tonio.or.jp/search/senryakukiban/
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プレスリリース全般について 富山県新世紀産業機構へ 

「新世紀産業機構での中小企業における研究開発の支援」については【参考 1】を、「Go-Tech 事業」に

ついては【参考 2】をご覧ください。 

 

本プレスリリース全般についてのお問い合わせは、下記へお願いします。 

名称：公益財団法人 富山県新世紀産業機構 

担当：イノベーション推進センター プロジェクト推進課 佐山 利彦 

所在地：〒930-0866 富山県富山市高田529 

TEL: 076-444-5608 

E-mail: t.sayama@tonio.or.jp 

URL: https://www.tonio.or.jp/ 

  

mailto:t.sayama@tonio.or.jp、
https://www.tonio.or.jp/
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【資料 1】  株式会社トヨックス  トヨシリコーン S ホース 

Go-Tech 事業活用の概要 

・実施期間：平成26年度から平成28年度まで 

・研究開発の事業名：任意切断面の寸法が安定な、食品製造業界向け耐熱機能性ホースの 

精密一体成形技術の確立 

・参加機関、企業：株式会社トヨックス、株式会社中西電気、富山県工業技術センター、 

国立大学法人新潟大学、株式会社コウスト 

 

事業化した製品（トヨシリコーン S ホース）の概要 

・トヨックスは、耐圧ホースのリーディングカンパニーです。 

・開発の背景： 

食品業界から、機能性、信頼性の高

いホースの開発を求めるニーズが年々強

くなっています。ホース内を流れる流体の

圧力性能向上や継手接続部による抜

けや漏れ防止など、今まで以上に安定し

た流体搬送を実現させる品質改良の取

り組みが必要になったからです。 

・開発した製品の特徴、効果： 

① ホースの内・外径寸法が基準寸法の±0.2mmと高精度であり、金具との精密連結により、抜け・漏

れを防止できます。 

② 補強材（ポリエステルネット、ステンレスワイヤ）を高精度に配置することにより、機能性（曲げ、耐圧、

内圧による変形の安定性）と信頼性（長期使用の耐久性）が大幅に向上しました。 

・他社にはない独自技術の開発： 

① 複合5層ホースを連続一体成型するラインを実現するために、マシンの精密な自動制御技術を開発し

ました。 

② ホースの任意切断面において高精度の寸法保証をするために、インラインでのX線連続測定技術を開

発しました。 

・売上げ等の事業規模、事業展開： 

 平成 29年度から市場投入し、令和 5年度には約 3.5億円の売上げを計上するまで、事業が成長して

います。 

・ユーザの評価： 

「漏れない」、「抜けない」、「メンテナンスが楽だ」、「長持ちする」という高い評価を得ています。 

 

Go-Tech 事業の活用について 

・トヨックスは、各種ホース・チューブを製造する基盤技術を有しますが、本開発課題を遂行するためには、

Go-Tech事業による技術開発資金の補助、およびオープンイノベーションによる企業や大学・公設試等の技

術協力を必要としました。 

 

トヨシリコーンSホース 



 4 / 14 

 

・例えば、中西電気の制御技術を応用展開することで、シリコーンゴムの押出機のシリンダー温度の制御や吐

出量の制御システムを実現できました。また、富山県工業技術センターとの共同研究では、樹脂とステンレス

が複合している状態でも、ホースの寸法を正確に計測できるインラインでのX線連続測定を実現できました。 

 

今後の事業展開、技術開発について 

 ・開発した高機能性、高信頼性ホースの製造技術を横展開し、食料品だけでなく、化粧品、医薬品、サプリ

メントなどの業界にも、安全・安心な樹脂製の機能性ホースを普及させたいと考えています。 

 

【株式会社トヨックス 開発本部長 萩原 千広 様 コメント】 

 ・新製品の開発には多大な投資が見込まれ、また新しい技術の開発も必要となってきます。Go-Tech事業の

採択を機に、ノウハウを有する企業や大学・公設試等の技術協力を得ることで、ホース業界が抱える長年の

課題を解決できました。 

 

【開発した製品に関するお問い合わせ先】 

株式会社トヨックス 開発本部 商品開発部 

TEL：0765-52-5948 MAIL：kaihatu@toyox.co.jp 

 
【Web ページ、資料ダウンロード】 

https://toyox-hose.com/product/tsis/ 

  

mailto:kaihatu@toyox.co.jp
https://toyox-hose.com/product/tsis/
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【資料 2】  五洲薬品株式会社  高機能化粧品 

Go-Tech 事業活用の概要 

・実施期間：平成27年度から平成29年度まで 

・研究開発の事業名：再生医療研究による富山湾海洋深層水等張液を利用した 

研究用細胞培養液開発および高機能性化粧品開発 

・参加機関、企業：五洲薬品株式会社、国立研究開発法人国立成育医療研究センター、 

国立大学法人徳島大学、国立大学法人富山大学、学校法人立命館大学 

 

事業化した製品（高機能化粧品）の概要 

●開発した製品の特徴、効果 

海洋深層水等張液をベースとした化粧

水に美白効果のある素材を配合しました。

抗シワ効果も確認しており、エイジングケ

ア、美白効果を訴求できます。 

●基盤となる独自技術、他社製品にはない

独自性 

富山湾海洋深層水という唯一無二の

素材をベース原材料に使用しています。海

洋深層水中の成分を利用目的に合わせ

て、分離、分画し活用しています。 

●売上げ等の事業規模、事業展開 

国内では開発した化粧品をインターネット等の通信販売を主な販売ルートとして展開しています。また、

開発化粧品をベースに欧州等の海外ルートへの販路開拓を進めています。 

 

Go-Tech 事業の活用について 

●Go-Tech事業のオープンイノベーションを必要とした背景・課題 

再生医療の周辺産業においては、細胞培養液に使用する動物由来の成分のロット間差が原因で細

胞培養結果の再現性が低く、BSEやウイルス等の安全性確保の問題があります。また化粧品業界にお

いては、安全性や高機能性のエビデンスを有した商品が求められています。上記の課題を解決するため、

富山湾海洋深層水を用いて、培養再現性が高く、量産化できる研究用細胞培養液の開発と有効性・

安全性のエビデンスに基づく高機能性化粧品の開発を行いました。 

●Go-Tech事業をどのように活用して研究開発、事業化を推進したか 

富山県新世紀産業機構、各研究機関との連携を密にするために情報共有、進捗の把握については、

当時では珍しかったオンライン会議システムを積極的に活用し、プロジェクト体制を有効に機能させました。

情報共有が密になることで問題解決の速度も上がり、研究機関との意思疎通もスムーズになりました。複

数の研究機関の連携が必要となった本事業においては、研究開発、事業推進のために各々の信頼関係

構築が重要な要素の一つでした。 

●Go-Tech事業を活用してよかったこと（費用、共同研究など） 

 

開発した高機能化粧品の例 
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研究開発から事業化までを一気通貫で行えるサポイン事業（現 Go-tech事業）では研究開発の

補助はもちろんのこと、研究開発の環境整備にも補助金が利用できたことが大きかったと思います。環境を

整備することでスペースの有効活用や開発業務のスムーズ化など、開発品から製品化する過程が改善で

きたと感じます。 

 

今後の事業展開、技術開発について 

地域資源の活用やサステナブル素材が注目される欧州市場への事業展開を計画しています。欧州で開

催される化粧品関連の展示会にも出展しており、本事業で開発した化粧品をベースとした製品が2023年

の展示会でアワードを受賞しました。 

 

【五洲薬品株式会社 研究開発部部長 佐伯 行紀 様 コメント】 

Go-tech事業は開発品の出口戦略も必要となります。最終目標は開発品を上市し、事業化することで

す。開発の途中では様々な課題が見つかり、筋書通りに進まないことも多くありますが、逆に思いもよらない

成果を発見することもあります。事業期間内でも世の中の情勢は刻一刻と変化していきますが、最終目標を

しっかりと見据えて、Go-tech事業を進めていただければと思います。 

 

【開発した製品に関するお問い合わせ先】 

五洲薬品株式会社 研究開発部 吉田 

TEL：076-424-2661 MAIL：h.yoshida@goshu.co.jp 

 
【Web ページ、資料ダウンロード】 
五洲薬品HP： https://www.goshu.co.jp/ 

  

mailto:h.yoshida@goshu.co.jp
https://www.goshu.co.jp/
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【資料 3】  株式会社スフィンクス・テクノロジーズ  局所 IH はんだ装置 S-WAVE 

Go-Tech 事業活用の概要 

・実施期間：令和２年度から令和４年度まで 

・研究開発の事業名：世界初の磁束集中型誘導加熱機構と高度制御可能な高周波インバータを用いた 

高熱容量端子対応局所IHはんだ付け装置の開発 

・参加機関、企業：株式会社スフィンクス・テクノロジーズ、国立大学法人富山大学、 

富山県産業技術研究開発センター、アポロ精工株式会社、シードシステムズ株式会社 

 

事業化した製品（局所 IH はんだ装置 S-WAVE）の概要 

・開発の背景 

現在、自動車等輸送機械分野における自

動運転技術の開発が進められ、その多くはエ

レクトロニクス、センサー、ソフトウェア技術をベ

ースにした開発となっている。近年のテクノロジ

ーの進化において、部品実装においては小型

高密度集積化の要求が高まり、従来ツールで

は安定した接合ができないため性能を左右す

るケースや、時間を要して生産ラインでボトルネ

ック工程になるケースが増えている。また、少子

化による労働人口の減少により、技能を要す

る担い手不足の影響もある。これら背景より、

従来にはない高加熱能力化及び高速化を実現する、画期的な技術が求められている。 

 

・開発した製品の特徴、効果 

(1)  従来150A高周波インバータの3倍の出力

である450Aを達成。 

(2)  磁束集中構造の新たなオプションとして、狭ピッ

チ部と狭小スペース部への対応が可能。 

(3)  周辺への磁界影響の程度も把握され、周囲に

部品が近く存在しても加熱能力には影響しな

い。 

(4)  自動化の条件設定としてはんだ供給条件およ

びIH強度設定により加熱温度の調整が可能。 

(5)  信頼性検証においては従来工法であるコテはんだ同等以上。 

(6)  局所IHはんだプロセスが明確になっており、従来工法に対する優位点が多い。 

(7)  複数のユーザの協力の下でフィールドテストを実施。量産実用に向けて、設備堅牢性、稼働率向上、作

業者不安について有効な対策を実施済み。 

(8)  40万ショットを超える稼働実績を積上げることができ、十分に量産使用に耐えうる工法であることを実証。 

 
図１ 局所IHはんだ装置 S-WAVE 

 

図２ 局所IHはんだの実演 
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・他社製品にはない独自技術の開発 

弊社固有の商品として以下の独自技術を開発。世界初の局所IHはんだ装置の製品化に成功。 

(1)  パワエレ技術をコアとしたMHz帯インバータ 

(2)  MHz帯電流を低損失に電送可能にするロボット高周波ケーブル 

(3)  弊社特許技術である磁束集中構造。周辺部品への磁界影響を抑え、こて方式を上回る低電力消費を

実現。 

 

・売上げ等の事業規模、事業展開 

車載電装部品メーカ、モータ関連事業メーカを中

心に採用が進んでおり、量産実績を年々積み上げて

いる。局所IHはんだ装置の売上は2020年の販売

開始からコロナ禍 3年間の影響は大きかったものの、

2024年9月期現在の累計出荷台数は100台を

超え、売上高 2.5億円と計画に対して堅調な成長

を持続している。 

 

・ユーザの評価 

従来工法と比較し、ユーザからは以下の評価を得ている。 

(1)  重大故障の原因となるはんだボールが発生しないため安心できる。 

(2)  99.9%と高い良品率を実現しており、従来あった修正工程で時間をかけなくなった。 

(3)  従来工法のはんだの匂いが局所IH工法ではないため、クリーンな生産環境を実現できた。 

(4)  黒い炭化物が発生しないため仕上がりが綺麗になり、検査が容易になった。 

(5)  作業者から評判がよい。(安心感、清掃などの日常メンテナンスの手間が少ない) 

(6)  はんだ内部に発生するボイドが７割以上少なくなり、はんだ接合強度が長期に安定。 

(7)  年輩の職人による手はんだ工程を自動化できたことで長期に安定した生産が可能になった。 

(8)  はんだ付けできなかったモノがはんだ付けできるようになり、新たな商品が実現できた。 

 

・社会課題への貢献、社会的なインパクト など 

大量生産が始まった1970年代から、過去50年のはんだ付け技術の進化を振り返ってみると、実装形態の進化

とともに実装手段が変化している様子が理解できる。2020年代は自動車だけでなく飛行機までもが電動化され、自

動運転化される時代になっている。これらの動力に用いられるモータに代表されるように、大きな動力を小型軽量高密

度で発揮することが益々求められるようになっている。局所 IHはんだ装置はこれらの要求に応えるための必須ツールと

して、複数のお客様で採用が進んでおり、その量産実績により効果が実証されている。 

 また、はんだ付けの接合材に使われる金属（スズ、銀、銅）の価格の高騰が止まらない。この状況下、はんだ材の

消費を必要最小限に抑えることができる局所IH方式は、製品のコスト上昇を抑制し、お客様事業の競争力の維持

 
図３ 売上の計画_本事業開始時点 
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向上を支える技術となっている。 

 

Go-Tech 事業の活用について 

・Go-Tech事業のオープンイノベーションを必要とした背景・課題など 

 弊社は2016年創業から8年間を生き抜いてきたスタートアップ企業である。設備開発のような大きなハードを造

るためには、開発資金の調達が要となる。近年、スタートアップの開発資金調達はベンチャーキャピタル(以下、VC)

などの資産運用会社を活用して行うことが当たり前になっている。例外なく当初は検討したが、資本金を切り崩す必

要のあるVCからの資金調達については、我々の創業目的と現状を考え、現段階では不相応と判断した。将来の

企業運営の観点で起こりうる課題を考えた場合に、Go-Techのような公的資金を活用することが、操業リスクを抑

え、金融機関を含めて開発資金調達の課題をクリアできる方法と判断した。また、産学官の連携によるイノベーショ

ン創出に取り組むには、局所IH事業は良いテーマであったことも判断の一因となった。 

 

・Go-Tech事業をどのように活用して研究開発、事業化を推進したか 

本事業においての主要テーマは研究開発〜事業化までを行うことである。研究開発を行うだけであれば、研究員

としては比較的容易にコトを進めることができるかと思う。しかし事業化となると決して容易なことではない。そのため、

本事業開始当初から事業化を狙って、できることから事業を開始した。その内容は①研究開発で得た結果につい

ての価値を明確にし、②適切な値付けを行い、③収益性を確保するための商流設計、④コスト設計、さらには⑤

顧客へのPR、⑥顧客要求への対応・調整、⑦注文書の発行支援、⑧製品の納期管理、⑨納品検収、⑩料金

の回収までを組織的、システム的に実行できるところまで準備しておくことである。事業化のポイントは売れる製品を

準備して①〜⑩を実行できる環境を整えることである。もちろん小さな商品から始めることで、失敗時リスクを最小

限に抑えることができる。本事業の開始時点から事業化を開始し、研究開発内容を顧客要求に対して柔軟に変

更していった。生声で聞いて、本質を整理し、産学官の研究員メンバーへことあるごとに伝えた点も、目的目標を共

有するために非常に意義があった。 

 

・Go-Tech事業を活用してよかったこと（費用、共同研究など） 

大学の先生、学生、自動はんだ付け事業の先駆けである企業、さまざまな装置の制御で実績ある企業、そして

富山県産業技術研究開発センターの研究員の方々の知見から、専門領域で深くコミュニュケーションできる機会を、

３年間という長期で頂けたことは貴重な経験となっている。本事業に関わって下さった方々とは様々方面から、今も

 

図４ 実装形態と実装手段の変移 
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良いお付き合いをさせていただいており、事業を共に推進するパートナーとしても心強く感じています。 

 

今後の事業展開、技術開発について 

今後は局所 IH方式がより身近で、誰にでも使いやすい技術となるよう、商品の完成度向上を目指す。また、新た

な省エネ効果の高い領域に向け、新たな設備開発を推し進め、お客様の事業効率向上を基盤とした、環境への配

慮と産業の持続化での点で、社会貢献できる事業開発を進めていきたい。 

 

【株式会社スフィンクス・テクノロジーズ 開発担当者 林 大清 様 コメント】 

局所 IH事業は、近年のSDGsの広がりによって重要視される、省エネや小型部品の高密度実装による加熱効

率の高いはんだ付け技術が求められている中で、これらのニーズに応える形で注目されています。導入したお客様から

は「品質が良くて、省エネにも貢献でき、少人化での運用も期待できる」と評価をいただいており、それが社員の設計

開発へのモチベーションにも繋がっています。今後は、さらなる技術革新やサービスの拡充を通じて、よりユーザーに選ば

れる事業を目指します！ 

 

【開発した製品に関するお問い合わせ先】 

株式会社 スフィンクス・テクノロジーズ  

TEL：045-565-9722 MAIL：sales@s-finx.com 

 

【Web ページ、資料ダウンロード】 
https://www.s-finx.com/ 

  

mailto:sales@s-finx.com
https://www.s-finx.com/
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【参考 1】  新世紀産業機構での中小企業における研究開発の支援 

一般的に製造業において、新製品開発や多角化といった新事業展開を成功させるには、基盤技術を含めた

研究開発活動が重要な要素といえます。しかし、「必要な技術・ノウハウを持つ人材が不足している」という人材

面での課題、「研究開発に多額の費用がかかる」という費用面での課題、「研究開発で得た成果を新製品・サ

ービスの実用化に結び付けられない」という実用化面での課題が、研究開発活動の大きな障害として立ちはだ

かっています*1。特に、活用できる経営資源に限りがある中小製造業においては、研究開発活動を単独で推

進することは、ほぼ不可能に近い状況です。 

*1 中小企業庁, 「中小企業の成長に向けた事業戦略等に関する調査」, 2016.11. 

 

そこで、当機構では、中小製造業が単独で課題を解決するのではなく、他の企業や大学・試験研究機関と

の連携や外部委託等、外部の経営資源を活用していくこと、すなわちオープンイノベーションが一つの方策である

との考えから、中小製造業を直接支援する次の補助事業を実施しています。これらにより、ステッブバイステップで、

将来の事業化に繋げる研究開発を支援します。 

 

〇ステップ1 とやま中小企業チャレンジファンド事業 「ものづくり研究開発支援事業」 

研究開発の芽を育てるスタートアップ補助事業です。 

研究開発費を中心に、補助率1/2で、最大200万円を、最長2年間補助。 

 

〇ステップ2 産学官オープンイノベーション推進事業費補助金 

 将来の事業化に向けて、企業が独自の基盤技術を開発、確立するための補助事業です。中小製造業等と

大学・試験研究機関とが産学官連携グループを組んで共同研究を実施します。グリーン（再生可能エネルギー、

水素・アンモニア、蓄電池、カーボンリサイクル・マテリアル、資源循環）、モビリティ（次世代自動車、航空宇

宙）、およびデジタル技術基盤（半導体、ロボット、電気電子、デジタルインフラ、情報処理）等が対象分野

です。 

補助率2/3で、重点支援分野では、最大1000万円1年を、最長3年間補助。 

 

〇ステップ3 経済産業省の Go-Tech 事業（成長型中小企業等研究開発支援事業） 

 中小製造業者が、ステップ1、2で研究開発を進めてきた技術を、独自製品の事業化へと開花させることに

なります。しかし、事業化の推進には、莫大な研究開発資金の確保、共同研究機関からの一層の技術支援、

川下ユーザからの要望を吸い上げる仕組み等が不可欠となります。当機構では、これらの事業化推進の環境を

整備するために、経済産業省の Go-Tech 事業（成長型中小企業等研究開発支援事業）を活用すること

を、強く推奨しています。 

 

【Webページ】 

https://www.tonio.or.jp/search/monozukuri-fund2024-2/ 

https://www.tonio.or.jp/search/2024-1innovation/ 

https://www.tonio.or.jp/search/monozukuri-fund2024-2/
https://www.tonio.or.jp/search/2024-1innovation/
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【参考 2】  Go-Tech 事業の活用によって独自製品の事業化へ 

Go-Tech事業は、中小企業等が大学、公設試等の研究機関等と連携して行う、ものづくり基盤技術の高

度化に向けた研究開発および事業化の取組みを一貫して支援する補助事業です。なお、令和４年度から、

旧サポイン事業（戦略的基盤技術高度化支援事業）がリニューアルされ、Go-Tech事業となりました。Go-

Tech事業には、次のような優れた特徴があります。 

 

(1) 補助金総額が大きく、補助対象期間も長い 

 3年間合計で9,750万円以内（単年度 4,500万円以内）、補助率2/3以内。年度ごとの配分は申

請時に自由に設定することができます。補助対象となる事業期間は、2年または3年であり、中長期的な事業

運営ができます。 

(2) 産学で連携体を構成し、研究開発を推進（オープンイノベーション） 

 研究主体の中小企業等と大学・試験研究機関とが連携体を構成することで、高度な技術支援を受けながら

共同研究を推進することができます。さらに、連携体に川下ユーザとなる企業も参画することにより、事業化の初

期段階から川下ユーザの要望を取り入れて開発を推進できます。 

(3) 研究費の項目が豊富で、年度間の配分も柔軟 

 研究員を雇用する人件費が計上できるなど、研究費は広い範囲で使えます。また、年度ごとの研究開発費に

高低をつけることができて使い勝手もよくなっています。 

 

中小製造業者が Go-Tech 事業を活用されるにあたって、当機構は事業管理機関として連携体に参加し

ます。具体的には、Go-Tech 事業の PR、申請書作成のお手伝い、国への事業申請、国との事業契約、

事業の運営管理、連携体内の相互調整等を行っています。 

 

  

 

Go-Tech事業（成長型中小企業等研究開発支援事業）の概要 
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【経済産業省 中部経済産業局 電力・ガス事業北陸支局 地域経済産業課 門 泰弘 様 コメント】 

富山県では、これまで多数のGo-Tech案件が採択され、事業化に向けた研究開発に取り組んでおります。

今回ご紹介されている３社についても、高度な研究開発に取組み、事業化を実現した好事例となっております

ので是非取材をお願いします。 

Go-Tech事業の目的は、日本における製造業及びサービス業の国際競争力の強化を図ることであり、その

ためには、本事業による研究開発後、「事業化」につなげることが求められます。 

Go-Tech事業に携わる中で感じることは、事業実施において組成される「共同体」の重要性です。Go-Tech

事業では申請事業者単独での研究開発ではなく、大学や公設試等を含めた共同体での実施が必要となりま

す。あわせて共同体には、事業化に関する助言等を行う川下企業等の「アドバイザー」も参画でき、アドバイザー

の存在も事業化にあたり非常に重要だと考えています。 

Go-Tech事業を活用される際は、技術の新規性や革新性だけでなく、是非事業化までの道筋を明確に描

くことができる研究開発体制を整備いただければと思います。今後も、経済産業省や富山県のかかげる指針、

産業戦略等に基づいた、イノベーションの創出に期待しています。 

 
【Webページ】 
https://www.chusho.meti.go.jp/sapoin/index.php/about/ 

https://www.chusho.meti.go.jp/sapoin/index.php/about/

